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八

地
域
の
面
積

四
五
一
・
八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

九

指
定
の
理
由

１

指
定
地
域
は
、
沖
縄
県
国
頭
郡
大
宜
味
村
字
田
港
地
内
の
大
保
川
水
系
大
保
川
に
建
設
中
の
大
保
ダ
ム
及
び
貯

水
池
並
び
に
そ
れ
ら
の
周
辺
地
域
で
あ
る
。

２

大
保
ダ
ム
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
一
四
年
法
律
第
一
四
号
）
及
び
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
（
昭
和
三

二
年
法
律
第
三
五
号
）
に
基
づ
き
建
設
さ
れ
る
、
堤
高
七
七
・
五
メ
ー
ト
ル
、
堤
頂
長
三
六
三
・
三
メ
ー
ト
ル
の

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
形
式
の
本
ダ
ム
と
堤
高
六
六
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
堤
頂
長
四
四
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の

ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
形
式
の
脇
ダ
ム
か
ら
な
り
、
総
貯
水
容
量
二
〇
、
〇
五
〇
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
、
有
効

貯
水
容
量
一
九
、
三
五
〇
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
貯
水
池
を
確
保
し
、
完
成
に
よ
っ
て
洪
水
調
節
、
流
水
の

正
常
な
機
能
の
維
持
・
増
進
及
び
新
規
利
水
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
及
び
農
業
を

中
心
と
す
る
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３

指
定
地
域
の
地
形
は
、
本
ダ
ム
側
で
は
、
標
高
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
尾
根
部
と
勾
配
二
〇
〜
四
〇
度
の
山

腹
斜
面
及
び
幅
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
川
沿
い
の
低
地
か
ら
な
る
Ö
字
型
谷
地
形
を
な
し
て
お
り
、脇
ダ
ム
側
で
は
、

標
高
三
〇
〜
四
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
で
平
坦
な
逆
台
形
状
の
浅
い
谷
と
な
っ
て
い
て
全
体
が
丘
陵
状
を
呈
し
て
い

る
。
貯
水
池
周
辺
の
急
峻
な
斜
面
に
は
、
地
す
べ
り
地
形
、
崩
壊
地
形
及
び
崖
錐
斜
面
が
認
め
ら
れ
る
。

指
定
地
域
の
地
質
は
、
千
枚
岩
主
体
の
中
生
代
白
亜
紀
名
護
層
を
基
盤
と
し
、
そ
れ
ら
を
覆
っ
て
第
四
紀
の
段

丘
堆
積
物
（
国
頭
礫
層
）、
地
す
べ
り
崩
積
土
、
崖
錐
堆
積
物
等
が
分
布
し
て
い
る
。
基
盤
岩
中
に
は
、
片
理
面

沿
い
の
破
砕
帯
や
断
層
が
認
め
ら
れ
、
地
す
べ
り
崩
積
土
は
、
大
保
川
本
川
沿
い
の
山
腹
斜
面
や
山
裾
部
に
分
布

し
、
巨
礫
を
含
む
礫
混
じ
り
粘
土
、
岩
盤
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
な
る
。
ま
た
、
風
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
箇
所
が
多

く
、
小
規
模
な
崩
壊
地
や
過
去
の
降
雨
に
よ
る
崩
壊
地
跡
地
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、貯
水
池
周
辺
に
は
、

地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。

４

指
定
地
域
に
お
い
て
は
、
鉱
業
及
び
探
査
の
実
績
が
な
く
、
現
在
、
鉱
業
法
で
規
定
す
る
鉱
物
の
賦
存
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
指
定
地
域
に
お
い
て
、
小
規
模
で
も
鉱
物
の
掘
採
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
前
記
の
と
お

り
の
地
形
及
び
地
質
の
状
況
か
ら
、
鉱
種
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
の
損
壊
、
貯
水
池
の
埋
没
、
漏
水
及

び
水
質
の
汚
濁
等
の
原
因
と
な
り
、
ダ
ム
、貯
水
池
等
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

５

以
上
か
ら
す
る
と
、
鉱
種
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
地
域
に
お
い
て
鉱
物
を
掘
採
す
る
こ
と
は
、
大
保

ダ
ム
の
公
益
性
と
対
比
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
地
域
を
鉱
業
法
第
三
条
に
規
定
す
る
鉱
物

全
部
に
つ
い
て
、
鉱
区
禁
止
地
域
に
指
定
す
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
三
百
二
十
三
号

政
府
資
金
調
達
事
務
取
扱
規
則
（
平
成
十
一
年
大
蔵
省

令
第
六
号
）
第
五
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
二
年
九
月
六
日
に
発
行
し
た
政
府
短
期
証
券
の
発
行

条
件
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
六
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称
及
び
記

号

国
庫
短
期
証
券
（
第
百
三
十
三
回
）

二

発
行
の
根
拠

法
律
及
び
そ

の
条
項

財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三

十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
、
財
政
融

資
資
金
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

百
号
）
第
九
条
第
一
項
並
び
に
特
別

会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年

法
律
第
二
十
三
号
）
第
八
十
三
条
第

一
項
、
第
九
十
四
条
第
二
項
、
第
九

十
五
条
第
一
項
、
第
百
三
十
六
条
第

一
項
及
び
第
百
三
十
七
条
第
一
項

三

振
替
法
の
適

用
等

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法

律（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
。

以
下
「
振
替
法
」
と
い
う
。）の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
し
、
そ
の

振
替
機
関
は
日
本
銀
行
と
す
る
。

四

発
行
方
法

価
格
を
競
争
に
付
し
て
行
わ
れ
る
入

札
（
以
下
「
価
格
競
争
入
札
」
と
い

う
。）に
よ
る
発
行
（
以
下
「
価
格
競

争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）及
び
価
格

競
争
入
札
と
同
時
に
行
わ
れ
る
入
札

で
あ
っ
て
、
財
務
大
臣
が
各
国
債
市

場
特
別
参
加
者
ご
と
に
応
募
限
度
額

を
定
め
る
も
の
に
よ
る
発
行
（
以
下

「
国
債
市
場
特
別
参
加
者
・
第
Ò
非

価
格
競
争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）

五

募
入
決
定
の

方
法

イ

価
格
競
争

入
札
発
行

各
申
込
み
の
う
ち
応
募
価
格
の
高
い

も
の
か
ら
そ
の
応
募
額
を
順
次
割
り

当
て
る
。
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